Ｈ22年11月5日

物質フロー研究部会
製品中のレアメタル・レアアース等の分析の標準化に向けた

相互検証（フェーズ２）実施要領

１．目的及び内容
製品中のレアメタル・レアアース分析の標準化をめざし、その分析法の精度管理を行うことを目的とする。

第２フェーズとして、一般の参加機関を公募し、共通試験法（推奨法）及び、機関が個別に行っている分析法により、共通試料の分析を実施する。

２．配布試料
3種類（標準液、焼却灰、ＡＴＭ基板粉砕物）5本を配布する。

詳細は以下のとおりである。
(1) 標準液　
　　　　下記a)～ｃ）に示す元素を数mg/ｌに調整したもの
a) 標準液Ａ：
　1本（約20ｍｌ）　
Al, As, Cd, Ce, Cr, Co, Cu, Dy, Er, Eu, Gd, Ga, Ho, In, Fe, La, Pb, Lu, Mn, Nd, Ni, Pr, Sm, Sc, Se, Sr, Tb, Tm, V, Yb, Y

b) 標準液Ｂ：　1本（約20ｍｌ） 

Sb, Mo, Nb, Ag, Ta, W, Zr

c) 標準液C：　1本（約20ｍｌ） 

Au, Pd, Pt

(2) 焼却灰
　1本（約10ｇ）

(3)　ＡＴＭ基板
　1本（約10ｇ）

　　

それぞれの配布試料の分析目的等は以下のとおりである。

1 標準液は、分析機関が通常用いている標準液の確度をチェックするために配布する。液性等を勘案し３種類とした。

2 焼却灰及びPC基板粉砕物は、共通分析法の精度管理及び自主分析法の分析値評価を目的として配布する。試料の内容と調整は以下のとおり。

焼却灰は、ボールミルにて粉砕して、0.106mm以下にし、Ｖ型混合機で混合したものである。

ＡＴＭ基板は、プラスチック粉砕機にて5mm程度に粗粉砕し、その後液体窒素による凍結粉砕を繰り返し、0.106mm以下にし、Ｖ型混合機で混合したものである。

３．分析項目
(1) 国家備蓄７鉱種：Ni, Cr, W, Co, Mo, Mn, V   
(2) 要注視10鉱種：Pd, Pt, Nb, Sb, Zr, Sr, Ta, Ga, In、希土類

(3) 貴金属（2元素）：Au, Ag

(4) その他主要元素・有害元素（5元素）：Al、Fe、Cu, Pb、Cd、(As、Se)

※Ａｓ、Ｓｅは、分析可能な場合のみ報告

４．測定方法等
(1) 参加機関は、下記の要領に従って測定する。

(2) 共通分析方法

製品中のレアメタル等の暫定分析方法
※製品中のレアメタル等の暫定分析方法での分析は、必ず行うものとし、個別に各機関が行っている方法での報告も可とする。
(2) 測定装置

ICP-OES及びICP-MS（ICP-AESで測定した元素も可能な限りICP-MSにて測定）

ICP-OESだけでも可

(3) 前処理数

焼却灰及びＡＴＭ基板は、前処理より ｎ=1で実施する。

標準溶液ｎ=1で実施する。

ブランク試料n=1を上記試料と同時に処理する。

(4) 測定回数

標準溶液、焼却灰、ＡＴＭ基板の前処理溶液は1回測定する。

５．測定結果の報告等
(1) 分析結果及び条件等は別途送付の分析結果報告シートに記入する。

(2) 報告数値の桁数は3桁（有効数字4桁目を四捨五入）とする。

(3) 実際に実施した詳細分析フロー（試薬の種類、使用量等を含む）を報告する。

(4) 報告先 (下記2か所に報告)
　　　物質フロー研究部会　

　　　（独）国立環境研究所　　貴田晶子　ＴＥＬ029-850-2730　akida@nies.go.jp
(株）ニッテクリサーチ　　宮崎　徹　　TEL079-239-9715 tmiyazaki@nittech.co.jp
６．報告期限

平成23年2月18日　→　平成23年3月末　（2011/1/17報告期限延長）
